



































































触れる。                        
３．現状における研究進捗状況 
全体構成は以下の通りである。     
「はじめに」「第 1 章 中国青瓷史概論」「第 2 章 越
州窯青瓷の編年」「第 3 章 竜泉窯青瓷の編年」「第 4
章 福建諸窯の倣・竜泉窯青瓷」「第 5 章 耀州窯青瓷
の編年」「第 6 章 技術的・意匠的影響関係」「第 7 章 
製品流通」「まとめ」 
現時点で執筆が進んでいるのは、「第 1 章」から「第











中で、執筆は未着手の状態である。「第 6 章」「第 7







６．研究業績（過去 5 年） 
(論文・研究ノートほか) 
森 達也｢中国・福建省章州地域の明清陶磁と章州窯










陶磁』29, 東洋陶磁学会, 2000 
森 達也「唐物煎茶器－急焼・湯鑵・涼炉 中国福建
とベトナムでの知見から」『陶説』第 567 号, 日本陶
磁協会, 2000 
森 達也「宜興窯紫砂茶壺考」『陶説』571 号 日本
陶磁協会, 2000 年 
森 達也「唐代晩期越州窯青磁碗の二つの系譜－玉璧















考古学研究会, 愛知県陶磁資料館, 1997 年 1 月 
森 達也「福建省北部・南部の宋代陶磁生産について
－松渓窯・南安窯を中心に－」日本貿易陶磁研究会
第 18 回研究集会, 青山学院大学, 1997 年 9 月 
櫻井清彦，菊池誠一，森達也，阿部百里子「ベトナ
ム・ホイアン地域の考古学調査－17 世紀の朱印船関
連遺跡を中心として」日本考古学協会第 65 回総会, 






ジウム『歴史の中の 日・越関係 －15～17 世紀の
陶磁器交流を通じて－』ベトナム・ハノイ国家大学、
昭和女子大学国際文化研究所主催, ベトナム・ハノ
イ国家大学,1999 年 12 月 
森 達也「越州窯青磁碗の変遷－高台の形態変化を中
心に－」古代学協会北陸支部,金沢大学考古学研究室, 
1999 年 12 月 
森 達也「晩唐期越州窯青磁の劃花文について」東洋
陶磁学会関西研究会 , 大阪市立東洋陶磁美術
館,1999 年 12 月 
森 達也「中国窖蔵資料概要－宋・元時代」日本貿易
陶磁研究会第 21 回研究集会, 青山学院大学, 2000
年 9 月 
森 達也「唐物煎茶器の源流を探る」シンポジウム『煎
茶文化と陶磁器』, 主催: 近代国際陶磁研究会・愛




考古学研究室, 2001 年 3 月 
森 達也「元代龍泉窯青瓷の編年研究」蒙元文化與芸











向井 亙(国際社会環境学専攻 3 年) 
１．学位論文題目 
「14～17 世紀、タイ・チャオプラヤー流域窯業の陶
磁器輸出の研究」 
２．学位論文の目的 
14～17 世紀、タイはチャオプラヤー河流域の窯業
の展開と海上交易との関わりを、考古学的手法で解
明する。研究の主体は、チャオプラヤー流域の窯場
で生産された輸出陶磁器（以下、輸出タイ陶磁器）
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